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市
議
会
議
員

・
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
4
月
9
日
で
す
。

今
回
の
遣
準
か
ら
区
ご
と
の
遺
栄
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
区
か
ら
立
候

補
し
た
人
に
投
燦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第1回定例会のあらまし

平成7年第 1固定例会が、21'J14日か

ら3月3固までの18日聞の日程で聞かれ

ました。

この定例会では、平成7年度各会計予

算および条例の制定など市長提出翻案67

件を蓄積し、すべて原案どおり可決・同

意しました。

さらに、憲見書など議員提出鶴来7件、

摘綴 1件を審議したほか、各会派の代表

質凝が7名の議員により行われました。

なお、平成7年度各会計予JUI案につ

いては、全議員で織成する予算膏査特別

委員会を訟置し、審査しました。
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《条
例
関
係
》

千
葉
市
国
民
健
飯
保
仲
間
条
例
の
一
節
改
正

保
険
料
の
賦
課
限
度
械
を
四
十
八
万
円

か
ら
五
十
万
円
に
改
定
す
る
な
ど
、
条
例

の
一
郎
を
改
正
し
ま
す
。

平
潟
市
波
法
隙

m勾
の
防
止
に
閲
す
る
来
例
の
制
定

遣
法
駐
撃
な
ど
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
良
好
な
交
通
環
涜
を
確
保
し
、
市
民

の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
規
の
保
全
の
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
開
"
の
助
成
に
閲
す
る
条
例
の
一
郎
同
日
正

助
成
の
範
囲
を
広
大
す
る
た
め
、
条
例

の
一
都
を
改
正
し
ま
す
。

千
稼
市
身
儲
閤
向
田

mm稲
M
M

手
当
支
路
条
例
匂
の
一
郎
改
正

身
体
障
害
児
室
、
縞
待
薄
弱
児
童
、
ね

た
き
り
老
人
、
痴
呆
性
老
人
、
心
身
障
審

者
の
箔
投
手
当
の
暗
雲
司
邸
主
げ
る
た
め
、

条
例
の

一
瑚
酬
を
改
正
し
ま
す
。

《
土
地
の
取
得
》

仮
称
千
葉
市
総
合
結
従
セ
ン
タ
ー
-
ち

は
女
性
会
館
の
用
地
と
し
て
、
中
央
区
の

千
葉
寺
土
地
区
昼
整
理
事
業
地
内
の
土
地

を
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
か
ら
一
一
一
十
四
億

七
千
三
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
@

平
和
公
園
の
鉱
張
用
地
と
し
て
、
若
葉

区
多
郡
田
町
の
土
地
を
三
億
五
千
三
百
万

円
で
取
得
し
ま
す
.

《
工
事
筋
負
契
約
》

仮
盛
一
斉
町
清
盛
・
ム
爆
管
理
機
の
新
築
工

事
を
、
三
億
七
千
二
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

この市i覧会だよりは高生紙を使用しています
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常
任
委
員
会

各
委
員
会
が

2
月
幻
自
に
聞
か
れ
、

付
託
さ
れ
た
斜
議
案
に
つ
い
て
審
登
し

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
諸
騎
1
件
、
陳
情
6
件

を
奮
資
し
、
採
択
送
付
1
件
、
不
網
開
奴

3
件
、
継
続
審
箪
3
件
け
と
な
り
ま
し
た
。

総
u
m受
員
会

【所
管

"
総
務
局
、

政
府
な
ど
}

一
般
会
計
補
正
予
算
、
理
庁
舎
前
田
備

選
金
条
例
の
制
定
な
と
、
阻
同
案
門
川
伶
、

陳
情
1
件
を
密
資
し
、
新
庁
舎
の
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

V
情
報
公
開
条
例
の
改
正
を
求
め
る
陳

情

不
M
M
択

民
生
教
育
蚤
員
会

{
所
管

"
市
民
生
活
向
、
教
符
委
員
会
}

遥
遺
品
駐
車
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例

の
制
定
な
と
、
議
案
お
件
、
陳
情
2
件

を
審
査
し
、
違
法
駐
車
防
止
霊
点
地
践

に
お
け
る
異
体
的
な
防
止
策
と
効
果
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

金
柑
刻
扱
対
.
帥
川

四
欄
涜
消
防
祭
員
会

(所師
H

"

環
境
衛
生
局
.

防
局
、
水
道
局
}

仮
称
三
角
町
清
備
工
湾
管
理
棟
新
築

工
冒
申
請
負
契
約
な
ど
、
議
案
6
件
を
欝

査
し
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
気
ガ

山
間
同
開
局
、
掛
川

8年俊完成予定の仮称三角町活指工t喜

ス
の
状
況
を
示
す
褒
示
板
の
殺
箇
予
定

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
漣
段
愛
員
会

(所
管
"
純
情
例
民
政
円
川
・
山
岨
設
問
な
ど
}

一
般
会
計
補
正
予
符
な
と
、
開制案
4

件
、
続
翻
1
件
を
富
田
遣
し
、
生
官
民
川
の

改
修
事
裟
に
関
す
る
用
地
買
収
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た。v
j
R稲
毛
駅
前
に
計
画
中
の
防
階
建

共
同
住
宅
(
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
)
の
計

画
縮
小
に
関
す
る
藷
願

不
同
部
択

III紋のもと退治魅1Il

改修が滋む隻実111(蕊我町2T1311!!先)

輔
副
市
下
水
餐
民
会

{
所
管

"
帽
川
市
局
、
ド
水
道
府
-

都
市
計
画
土
地
区
画
盤
理
由
申
裟
特
別

会
計
欄
正
予
間
押
な
ど
滋
祭
8
件
、
陳
情

3
伶
を
宮
田
査
し
ま
し
た
。

V
開
法
道
渇
・
千
葉
光
醤
寺
新
築
工
事

反
対
に
関
す
る
陳
情

派
択
送
付

V
動
物
公
園
友
の
会
設
立
に
関
す
る
陳

情

不
採
択

特
別
委
員
会

廃
棄
物
処
理
問
題
対
震
特
別
委
員
会

1
月
包
自
に
潤
か
れ
、
産
業
廃
棄
物

対
策
お
よ
び
最
終
処
分
湾
の
健
保
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

大
都
市
税
財
政
制
度
調
査
特
別
蚤
員
会

2
月
日
目
に
関
か
れ
、
平
成
7
年
度

包
家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
7
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
予
算
磁
気
を
審
査
す
る
た
め
、

2

月
幻
自
に
、
全
額
員
で
偶
成
す
る
予
算

審
宣
特
別
祭
員
会

(
2分
科
会
)
を
設

留
し
、
延
べ

6
日
間
に
わ
た
り
審
査
し

ま
し
た
・
ま
た
、
予
毎
日
楠
葉
や
市
政
に

関
す
る
総
括
質
問
が
、

3
人
の
議
員
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

蚤

員

長

宍

倉

清

蔵

割

愛

員

長

俊

久

間

武

仁

第
一
分
科
会
主
査
竹
肉
正
巳

局

副

主

査

米

持

克

彦

第
二
分
科
会
主
筆
佐
々
木
久
昭

局

副

主

賓

鈴

木

俊

輔

3
月
2
日
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、

2
分
科
会
で
の
質
疑
や
意
見
に
つ

い
て
組
望
差
作F

わ
れ
、

各
会
計
の
新
年
度

予
算
を
原
案
ど
お
り
冨
渓
し
ま
し
た
。

指
摘
要
望
耶
羽

次
の

9
項
目
は
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
で
市
長
に
婆
盟
し
た
も
の
で
す
。

市
償
・
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、

段
高
が
年
々
浴
加
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
、
将
来
の
財
政
逮
制
聞
を
考
慮
し
た
、

適
正
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
館
ま

え
、
池
田
端
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、

都
市
型
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
体
制

の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
.

ま
た
、
公
共
建
築
物
の
耐
震
診
断
を

早
期
に
実
節
す
る
と
と
も
に
、
地
盤
の

淑
状
化
対
策
に
つ
い
て
も
、
市
と
し
て

と
り
得
る
憲
民
の
方
策
を
後
討
す
る
こ

と。-
曲
川
置
畠
一
駐
車
対
策
に
つ
い
て
は
、
註

奪
回
嶋
監
備
に
力
を
尽
く
す
こ
と
は
も
と

よ
り
、
利
用
者
に
対
す
る

P
Rの
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
自
治
会
や
関

係
機
関
と
の
緊
密
な
遠
鏡
を
と
り
な
.
か

ら
、
よ
り
実
効
あ
る
対
策
を
講
じ
る
こ

と。n高
齢
化
社
会
の
到
来
に
対
応
し
た
、

中小
|
ム
へ
ル
パ

1
の
僧
員
や
ホ
l
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
鉱
充
を
図
り
、
在
宅

問
問
祉
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
・

。
斎
場
会
館
の
皐
期
建
訟
の
た
め
、
建

設
地
周
辺
の
地
滋
環
治
駒
田
備
を
推
進
し
、

住
民
合
憲
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
感
綴
に
お
け
る
j

R
へ
の
区
分
地
上
恨
の
段
定
お
よ
び
対

価
補
償
な
ど
に
つ
い
て
、
険
金
に
対
す

る
説
明
が
な
怠
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
た
こ
と
は
遺
僚
で
あ
り
、
今
後
、
主

要
な
前
哨
務
頭
集
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

務
会
に
対
す
る
報
告
に
遺
漏
な
き
を
期

す
こ
と
。

e公
共
下
水
道
事
業
の
挺
進
に
当
た
っ

て
は
、
予
算
の
大
備
な
港
と
執
行
体
判
明

の
充
実
を
期
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
的

な
舗で
原
か
ら
、
農
業
集
落
銚
氷
事
業
お

よ
び
合
併
処
理
浄
化
指
設
置
事
業
と
の

翁
前
置
を
図
り
、
水
洗
γ

化
の
普
及
に
努
め

る
こ
と
。

C
大
抽
出
震
時
の
初
期
消
火
お
よ
び
救
急

救
命
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
消
防
力

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

3
教
湾
環
織
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で

き
る
資
質
・
力
還
を
備
え
た
叙
聡
員
の

宵
成
を
図
る
た
め
、
教
酷
嶋
田
員
研
修
の
充

実
に
努
め
る
こ
と
。

総
括
質
問

主
な
質
問
羽
目

n災
出
品
闘
に
強
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て

，
済
措
抑
行
政
に
つ
い
て

。
個
個
祉
行
政
に
つ
い
て

窓
忠
能
力
が
十
分
で
な
い
知
的

障
害
や
痴
呆
性

一一局
齢
者
に
つ
い
て

の
医
療
従
関
の
配
置
に
つ
い
て

~議会のしくみ0'"
請願と陳情

皆さんカミ市の事業儀場}などに関し、要望・給量置

をする1u.主として、請願・陳情があります.

請願・陳情は、千葉市民だけでなく、だれでも、ま

た、いつでも頭会lこ提出することができます。

1高額は、館員の紹介があるものをいい.ないものを

陳情と呼んでいます。

提出された請願・棟情は、常任餐員会で喜善意した

後、務願1:本会穏で可否の給諭を出します。絡践が得

られた1高級 ・陳情は、提出蓄に通知すると共に、市長

などに送付します.

傍
聴
の
ご
案
内

平
成
7
年
第
1
図
臨
時
会
は

5
月
げ
自
家
)
に
、
平
感
t
年

第
2
回
定
例
会
は
6
月
8
日

(
木
}
に
盟
耳
す
る
予
定
で
す
。

本
会
績
は
、
原
則
と
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
本
会

議
の
当

g
、
議
事
堂
棟

一
階

の
受
付
で
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
@

お知らせコーナー

点
・下
版
と

テ
i
プ
版
の
配
布

自
の
不
自
由
な
方
に
、
市

議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
』

の
点
字
版
と
テ
lプ
版
を
発
行

し
て
い
ま
す
.

配
布
を
希
堕
さ
れ
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ご
速
絡
く
だ

さ
い
.

T・M.奇1・の.1t.本
きょうちくとう
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(本<a践例)

図
今
回
の
表
紙
は
、

縦
満
開
の

「
乎
震

公
園
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
中

央
区
に
あ
り
、
J
R千
葉
駅
か
ら
多
い

て
約
問
分
、
モ
ノ
レ
ー
ル
千
葉
公
園
駅

の
す
ぐ
そ
ば
・
野
球
、
ポ
l
卜
、
プ
ー

ル
な
ど
が
楽
し
め
る
市
街
地
の
恕
い
の

湯
と
な
っ
て
い
ま
す
@

公
園
内
は
織
が
い
っ
ぱ
い
で
、
審
に

は
花
売
、
夏
に
は
約
-
一
千
年
以
前
の
夢

か
ら
目
覚
め
た
オ
オ
ガ
ハ
ス
の
花
の
観

賞
、
秋
は
樹
々
の
葉
が
色
付
き
、
訪
れ

る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
と
て
も

市
街
地
の
真
ん
中
に
あ
る
公
周
囲
と
は
思

え
な
い
趨
が
あ
り
ま
す
。
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阪lI1l・淡E語大震災の義後金i主、各区役所社会t'ilht協議会の窓口で受付けていますので、ご協力をお願いします。
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